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Tsuyoshi Sumita (Yamagata University) 
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Masuo Ando Qapan International Research Center for Agricultural Sciences) 
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In Africa， the consumption of rice has been 

increasing rapidly in recent years， but the self-

sufficiency ratio r・emainslow. This paper attempted 

to investigate the profitability of rice and its limiting 

factor to expansion in the northern part of Ghana. 

The results show that farmers were highly moti-

vated to participate in rice production， as rice can 

be converted into money as a cash crop. However， 

several problems， induding the shortage of funds 

1. はじめに

近年，サブサハラアフワヵ地域では米の消費量が

大幅に増大し，需給ギャップが拡大し続けている.

世界的に穀物需給が逼迫する中， とりわけ貧

悶腐が集中する当該地域では，食料確保に対する不

安が高まっている状況にある このため当該地域で

は米の生産拡大が極めて重要な課題となっている.

アフリカにおける稲作の栽培環境はヲ主として港

減水E8，天水畑地，天水低湿地の 3つに分けられる.

その中でもとくに稲作に適しているとされる天水低

波地は約 2，000万haあるとされるが，攻在農業利

用されているのはごく一部にとどまっており，今後

これらの土地を利用した穏作の面積拡大に期待が持

たれている.そのためにはまず，現在こうしたアフ

リカ天水低湿地で行われている稲作の経済的定義や

面的拡大を妨げている諮要問等を解明していく必要

(138) 

for materials， charge for use of tractors， unreliable 

tractor oper註tion，labor shortage，註ndconflicts with 

other plantations， were hindering rice development 

in the lowlands. A cost analysis showed that the cost 

of using tractors accounted for almost 60% of the 

total cash expenditure in rice production. Therefore， 

the invention of low司inputcultivation technology in 

accordance with the local environment is required 

for the promotion of rice cultivation. 

があるが，現状ではまだ明らかになっていない部分

が多い.

そこで本研究では，サブサハラアフザカ地域のや

でもとくに未開発の低湿地を多く有し，水稲生産の

拡大が最も期待される国の一つであるガーナを対象

とし現行の稲作技術の笑態と稲作拡大を制約する

要閣の解明を試みることを目的とする.

2.調査及び対象地域の概要

(1)調査の概要

対象としたのは，ガーナ北部地域タマレ近郊の白

ボルタ}I¥流域に近接する Zaw村である.当該村は

自ボルタ川の低波地氾在草原に闘場を有しており， ~謹

i焼施設は一切整備されていない典型的な天水低湿地

地域である この村において， 2009年9月に村民

をインフォーマントとする村の概要や土地制度，信
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段状況に関する開き取り調査を実施し， 2010年 6月

に， 1)経営概況主主びに稲作に関する意向等に関する

集落悉皆調査 ci直接間接法)， 2)水稲栽培農家に対す

る稲作を含む主要作物の技術概要と経済性に関する

謂査を行った.また合わせて関係機関において資料

収集と農業施策等に隠する聞き取り調交を行った.

(2)対象地域の概要

1)村の概婆

Zaw村は42のコンパウンド(複数の家屋から構

成される家族の住居群.家長を中心として直系家族

だけでなく傍系家族も含まれる大家族が持居するこ

とも多い. ここでは使主主的に42I戸」と表現する)

から構成される.村の総農家世帯員(他出者を除く)

は約 290人，そのうち就学者を除く農業従事者は約

120人であった.また作物の作付面積の合計は約

180 haであった l戸あたりの平均をみると，良家

役議員数は約 6.9人，農業従事者数は約 2.8人，作

付焼模は約 4.4haであった.高齢のため農業を中11こ

した家がある一方， 10 ha以上胞が6戸存在するな

ど，その規模様成のl協は大きい(最大作付け焼模は

14 ha). 

2)就業状態

村氏の職業はほぼ全てが民業であった.当該村は

IUJの中心部から数日キロ離れており，在宅で兼業

することはほぼ不可能である.そのため，段業以外

の職に就く場合はIflJに移住するか出稼ぎの形態を取

ることになる.

なお，t;性の場合は民業生産以外に地場産品の加

工販売(魚の燦製，シアバターなど)などの創業を

行うケースが多くみられた.

作付なし

図1. Zaw村における作付規模割合 (2010年)

出所)Zaw村における悉皆調査
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3)農地の耕作

農業生産は， 出:子if主の農地に作物言ピ作付け， 世帯

主とその他の家族が共同で農作業を行う形態を基本

とする.その一方で，それとは別に，姿や学校を卒

業した息子が 1~ 2ha 程度の耕作を行うパターン

が広くみられる 奏が耕作する場合はほとんどが換

金性の高いピーナッツを作付け，そこから得られた

所得は自分のものとする.息子の場合はピーナッツ

に加えメイズやキャッサパなどの作付けも多く，同

様に小遣いを得るという呂的の他に，農業技術等を

習得するトレーニングという意味合いもあるという

ことであった.

4)作物の栽培状況とその特質

ガーナ北部地域においては， メイズやキャッサパ

を主食としこの中でもとりわけメイズが最も重要

な自給用作物として位置づいている.

当村における栽培状況をみても， メイズは全ての

農家で作付けられており，次いでキャッサパが約7

割の農家で栽培されていた.当村は，天水に依存す

る非常に不安定な生gg環境下にあり，各々の民家で
は家族を養うために，まずこれら自給用作物を十分

に確保することが最重要の課題となっている.その

ためほとんどの農家で，栽培作物中メイズが最大の

面積を占めていた.また，農作業の聞においても，

他作物と作業競合とがある場合，メイズの作業が最

優先される.そしてこの自給用作物はほとんど自家

消費され，一部の大規模農家をのぞき，販売に固さ

れることは少ない.

食料率箔の厳しい当該地域でl土，換金作物はこう

した自給用作物がしっかり確保された上で，栽培さ

れることになる.現地誠資によると，現地の良民に

よって現金獲得のための作物，すなわち換金作物と

してみなされているのはピーナッツ及び米であっ

た.当村における栽培状況をみると， ピーナッツを

栽培する農家は全体の 4割強あったのに対し，米を

栽培する農家は全体の 1割程度にとどまっていた.

そこで次に，他作物との比較において米はどの程

度の経済的意義を有するのか， Zaw村の中でも規模

が大きく， メイズ等の自給用作物に加え換金作物で

あるピーナッツ及び米を栽培している A農家を対

象に，これらの作物の生産概要と生産に姿する現食

支出と所得について検討する.
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3.水稲生産の概要と経済性の比較検討

(1)対象農家の特徴

対象としたA農家は，作物の栽培商積は約 10ha 

であり，前述したようにZawの中で最も大きな農

家のうちの一つである.経営主は42才，家族構成

は委2人と子ども 7人の計 10人で，農業労働力は

4人である.主要作物はメイズ (2.8ha)， ピーナッ

ツ (2.4ha)，キャッサパ 0.6ha)，米 0.2ha)である.

家議は牛5頭，羊7頭，ヤギ2頭等を有する.A農

家では4年前に知人から種籾を譲り受け，水稲生産

を開始した.まずA農家における水稲生産の概要

と経済性について検討を行う.

(2) 水平~生産の概要

水穏栽培は，降雨の始まる 6月中下旬頃にまず耕

起作業が行われる.その耕起作業は， 4輪のトラク

ターを利用するが，偲々の農家はトラクターを所有

しておらず，当該作業を請け負う他地域の農家集毘

等に委託する.耕起後人力による散播で矯種を行い

その後すみやかに再びトラクターを委託して整地を

行う.除草については播種の翌日に 1@]だけ除草剤

を散布する.さらに8月か9月に労働力を雇用し，

手取り除草を行う.また肥料については一切施用し

ない.施用しても河川の氾濫により流出してしまい

施用の効果がないと考えているからである.収穫は

11月下旬から 12月初旬にかけて，入力による手刈

りで行う.その後脱穀して袋詰めし穀物小屋で保

管する.販売は米の価格が上昇する翌年の春墳を

狙って行う 販売先は近隣の都市タマレの市場であ

り，自分で搬送して販売する.

なお，擦種作業並びに収穫・脱穀作業は「共同労

働J1)によって担われている 集落内の農家で相互

に作業を手伝いあうもので，報酬は食事の競い程度

で基本的には金銭の授受はない.水稲以外のメイズ

やキャッサパ， ピーナッツ等の栽培でもこの共間労

働によって作業が行われるケースが多い.

(3)水稲生産の経済性

水稲栽培において機械化されている作業はトラク

ターによる耕起・装地作業のみであり，その他は入

力作業である.人力作業は手取り除草作業を除いて，

ほぼ家族労働と共同労働によって行われる.また投

入資材についても，種子は購入せず自己更新であり，

化学肥料や堆肥等は使用されず，唯一使用されるの

は除草剤である.このため生産に関わる現金支出は，

表1.稲作の現金支出と所得

1)現金支出

現金支出(汚)
作3長 作業様式 投入労働 儲i元号

全体(120a) 10 a当

kII起 トラクタ 外部委託 3，650 304 委託料金

長吉符1 入力 共同労働 。 。
愁1也 トラクタ 外部委託 3，650 304 委託料金

総草子手j 入力 ま王営ZE 1，460 122 務総資

手1&除草 入力 綴Ifl 2，740 228 阪府主主金

肥料 然使Jll 。 。
収穫 人力 共ドヨ労働 。 。
脱殺・巡別 入力 共同労働 。 。
現金支出合計(1'9) 11，500 958 
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(2)全j込駁流した場合

1，" その他. fif!子Ifl: 150 kg. El給月J: 300kg 
社IFfr:Zaw村A緩営に対する詰1接調査

①耕起，整地作業に対するトラクターの委託料金，

②除草剤，③手取り徐惑に対する腹周労賃であり，

その合計は約 1，000円/10aである. このうち，最

も大きなウエイトを占めているのがトラクターの委

託料金である.

総収最は1.2haで約 1，600kgであるが，そ

のうち 150kg程度を翌年の播種のために保管し，

300 kgほどを自家消費しその残り 1，000kg超を販

売する 米の価格は当該農家が米を販売する 2010年

春頃で， 100 kgあたり約 2，400円で取引されていた.

これをもとに，米の概ねの所得を試算したところ，

当該農家が実際に販売した震に対しては， lOaあた

り約 1，400門，全体としては 16，500円の現金所得が

得られたことになる.

それでは，もう一つの換金作物であるピーナッツで

はどの程度の所得が得られるのか，比較検討しよう.

(4)ピーナッツの生産概要と経済性

ピーナッツにおいても委託によりトラクターで耕

起作業が行われ，その後播種が行われる.播種作業

銀びに収穫作業は全て共間労働によって行われる.

(140) 
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表2. ピーナツの現金支出と所得 表3. メイズの現金支出と所得

1)現金支Hl 1)現金支出

税金支艮門)
作業 作業主h1:: 投入労働 俄考

全体 060a) lO a~ 

緋起 トラクタ 外部委託 4.867 304 委託終st2

騎手目 人力 共ド~iJ労{効 5.840 365 純子代

除草剤j 入力 家族 1，580 99 薬剤IJt'i

i収穫 ノ、力 共同労働 。 。
!院患t.近17JI[ 人)J 共["J労働 。 。
現金支出合計 (1']) 12，287 768 
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投入資材は除草剤散布 l囲のみであり，肥料は投入

されない

ピーナッツ生産に要する現金支出の面で特徴的な

点は，種子は全量購入したものを使用することであ

る(従って収護物は種子用として保存されることな

く全量販売される).主な現金支出はこの種子代と

トラクター委託料金，除主主剤費であり，米と比較し

て 10当たり 200円程度低い.

しかしながらピーナッツの販売単価は米よりも

100kg当たり 600円も低い.そのため， 10 aきちたり

所得は，先にみたように一部自給用に消費した場合

でも，なお米の方が大幅に上回る結果となり，間じ

換金作物であるピーナッツよりも米の方がはるかに

優位であることが示されたので、ある.

(5)メイズの生産概要と経済性

一方，村内でも有数の大規模良家である A農家で

は， メイズの栽培泊積も相対的に大きく， メイズの

生産が!綴識だった年には，一部販売を行っている

(2010年度は収穫量の約半分程度).そこでメイズの

生産概要と経済性について補足的に検討しておく.

まず生産の概要をみると，水稲と同様にトラク

ターな委託して耕起作業が行われる そして播種作

業や収穫作業は共同労働によって行われる. 自給周

作物の生産量をきちんと確保するため，投入資材は

除草剤の他，肥料が主主肥，追胞の2回にわたって施

用されている.

現金支出(1'])
作:;!l~ 作業様式 投入労働 出iJ考

五三f本 (240 a) lOa当

i井起 トラクタ 外部委託 7，300 304 委託料金

j首級i 入力 共i司労働 。 。
E主J't'r{jiJ 人.7J 絞告¥'1 3，600 150 楽部~'i

肥料(基肥) 人)J 家族 3，600 150 IJ巴料j~

nE料(，sIJ巴) 人)J 家族 自，840 285 nE料'i'i

収穫 人)J 共が]労働 。 。
!況:;):・選別 人jJ 共[iiJ労働 。 。
現金支出合計(門) 21，340 889 

~~j':: : 2，400 kgl240 a訪 100kgllO a I j枠制 2，430 I'J /100 kg 

2) Ifrm 

(1)一部をi坂ッどした均合
(~~6(ú({ : 1，200 kg)れ

(2) ::i:Jil:Jl反ッむした地合

注その他，自給用 1，200 kg 
出所・表 lに同じ

メイズ生産に簡わる現金支出はしたがって，①ト

ラクタ一委託料，②除草剤，③肥料となる. この合

計は約900円/10aと米と比較してやや低い水準で

あった.

メイズが仮に販売される場合， 2009年産の市場

での販売単価は米と間程度であったが，単i反水準は

米よりも劣る.前述したようにメイズはZaw村に

おいて最重要の自給周作物であるため，自給に必要

な盆を上回って販売されることは想定しにくいこと

ではあるが， もし仮に全量販売したとすると， メイ

ズの金所得額は米を上回ることになる. しかしその

場合でも 10a当たり所得は米よりも下回る結果と

なることが確認された.

以上限られた事例からの分析ではあるが，同じ換

金作物である米とピーナッツと比絞した場合，米の

方がより高い所得を得ることができるものと試算さ

れた.さらに， ピーナッツと奥なり，米は食料とし

て自給尽に回すこともできる.このように，食料事

情が逼追している当該地域において，米は非常に魅

力的な換金作物であると考えられるのである

(141) 
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資金不足

トラウ聖一利用ID霊堂

20 40 

図 2. 稲作の制約要密

出所)関 1Iこ隠じ

4. 水稲生産の希IJ約婆菌

60 80(%) 

実際にZaw村の農家が，米を栽培したい意向を

持っているかどうかをたずねたところ， 42戸のうち，

稲栽培農家(今年度の新規栽培予定を含む)9戸を

徐いた 33戸中，約7割 (22戸)が水稲を栽培した

いと考えていた.稲の栽塙を希望しない農家の大半

は，後継者のいない高齢農家であったことを考える

と，農業労働力が確保されている農家では，そのほ

とんどが稲の栽情意向を持っていると考えられる.

それでは，彼らが実際には穏を栽培できない理由

は何であろうか.その自答結果を関 2に示した.

これによると， 11'揺を栽培するのに必要な資金の

不足jが6割強， iトラクターを利用することが困難J

が約50%を占めていた.

資金の不足についても，水稲栽培に要する現金支

出の 6説がトラクター委託料であったことを考える

と，主としてトラクターの利用に起臨しているもの

ととらえられる.

仮に資粂があったとしても，当該地域ではトラク

あることが示唆された.

したがって，今後当該地域で稲作の振興を闘って

いくためには，まずトラクターの普及促進を進めて

いく必要がある. これに対して，農業の機械化を推

進しようとするガーナ政府は， 2004年からトラク

ターの導入事業主ど行っている. しかし広大な関積を

有する北部地域においてこれまで導入されたトラク

ターはまだ約450台にとどまっており，その普及に

は相当の時間を要するものと思われる.そのため，

一方でトラクターに依存しない稲作栽;陪体系の構築

を検討することも有効であると考えられる.

そのーっとして音カの利用があげられるが，当該

地域では耕起作業に斎カを利服する憤湾がなく 2)

iたこと壊が硬いため音カでは十分な耕起作業が望め

なし、状況にある. したがって，こうした状況の下で

稲作の面的拡大を図っていくためには，耕起作業そ

のものを省略しうる技術(不耕起栽培技術)等の導

入可能性についても検討される必要があるものと忠

われる.

法 J) この共同労働は，現地言語で iKudorkule(クドクレ)J

とよばれる.

2) 当該地主主においては，家後の所有権l土個々の険家

が有するものの，宣証言安から販売まで全凶的にフラ

ニーとよばれる遊牧民に委託するのが一般的な昔3

7flとなっている. そのため日常の家主告の吉道義管理

は全てブラニーが独自に行っており， n間々の幾家
が鋭霊童に携わることは一切ない そのため，JlJk家

が家還を淡緋に利用するということもみられない.

ターの台数が非常に少ない状況にあることに加え， 参考文献
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